
　

高
芝
地
区
自
連
に
結
集
す

る
28
町
会
・
自
治
会
の
皆
さ

ま
方
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
こ
の
度
、
地
区
社

　
「
コ
ロ
ナ
」後
、
４
年
ぶ
り

と
な
る
高
芝
地
区
自
連
、
同

社
協
合
同
定
期
総
会
が
５
月

25
日
、
新
高
根
公
民
館
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　

28
町
会
・
自
治
会
の
理
事
、

評
議
員
が
出
席
。令
和
５
年

度
事
業
報
告
、
令
和
６
年
度

事
業
計
画
案
、
ま
た
地
区
自

連
役
員
の
一
部
改
選
案
（
下

　

自
治
会
が
解
散
す
る
と
い

う
事
態
が
気
に
な
る
。
世
帯

数
が
少
な
く
自
治
会
と
し
て

成
り
立
た
な
い
と
い
う
の
が

理
由
だ
。
実
際
、
高
芝
地
区

で
も
今
年
に
入
り
、
興
和
芝

山
自
治
会（
20
世
帯
）が
解

協
と
の
合
同
定
期
総
会
で

「
会
長
代
行
」か
ら「
会
長
」

と
し
て
承
認
さ
れ
、
改
め
て

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
を
感

じ
て
お
り
ま
す
。

　

船
橋
市
の
中
心
に
位
置

し
、
人
口
約
2
万
７
０
０
０

余
人
が
住
む
高
芝
地
区
が
こ

れ
か
ら
も「
安
心
安
全
」な

散
、
地
区
連
組
織
か
ら
消
え

た
。「
自
連
協
だ
よ
り
」（
5

月
号
）は
二
和
、
三
咲
地
区

を
中
心
に
8
つ
の
町
会
・
自

治
会
が
結
成
さ
れ
る
一
方
、

　

新
高
根
公
民
館
が
7
月
か

ら
工
事
の
た
め
全
面
休
館
に

入
り
ま
し
た
。
高
芝
地
区
自

ま
ち
と
し
て
継
続
し
て
い
く

た
め
、
住
民
の
期
待
に
応
え

る
べ
く
執
行
部
が
一
丸
と

４
つ
の
町
会
・
自
治
会
の
解

散
を
報
じ
て
い
る
。
高
齢
化

な
ど
理
由
は
そ
れ
ぞ
れ
。
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
減
る
こ

と
は
残
念
な
こ
と
だ
。

連
、
地
区
社
協
と
も
に
来
年

2
月
ま
で
活
動
の
場
が
失
わ

れ
、
地
区
自
連
の
会
議
な
ど

な
っ
て
、
新
た
な
地
域
の
課

題
、
問
題
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
市
が
公
園
化

を
計
画
す
る「
芝
山
第
3
調

整
池
」の
Ｕ
Ｒ
か
ら
の
早
期

移
管
実
現
に
向
け
た
動
き
が

注
目
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
市

が
指
定
す
る
木
造
住
宅
密
集

地
で
も
あ
り
高
齢
化
率
31
％

（
船
橋
全
域
23
％
）と
い
う

高
芝
地
区
は
今
、
防
災
対
策

が
待
っ
た
な
し
で
あ
る
こ
と

で
す
。
行
政
の
対
策
に
加
え

地
域
に
特
化
し
た
対
策
も
必

要
で
し
ょ
う
。
福
祉
、
ゴ
ミ
、

交
通
問
題
か
ら
買
い
物
難
民

な
ど
、
日
常
生
活
に
あ
る
問

題
解
決
に
行
政
の
協
力
な
く

し
て
解
決
し
ま
せ
ん
。
私
た

ち
は
ま
ず
、
問
題
を
洗
い
出

す
こ
と
か
ら
始
め
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
行
政
と
の

話
し
合
い
を
通
じ
て「
安
心
」

し
た
生
活
確
保
に
努
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

は
高
根
台
公
民
館
で
開
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
地
区
社

協
の
事
務
所
は
高
根
東
小
学

校
の
空
き
教
室
に
移
転
し
ま

し
た
。

　

地
域
活
動
が
出
来
な
い
約

8
カ
月
間
は
長
い
で
す
が
、

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
構

成
す
る
公
民
館
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
楽
し
み
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

段
に
役
員
名
簿
掲
載
）、地
区

社
協
の
役
員
改
選
（
３
面
に

掲
載
）
な
ど
の
議
案
が
拍
手

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
区
自
連
会
長
代
行
を
務

め
て
き
た
柴
田
良
一
氏
（
高

根
東
）が
会
長
に
、副
会
長
に

は
新
た
に
宮
﨑
春
雄
氏
（
三

笠
）を
推
挙
す
る
一
部
役
員
人

事
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

柴田良一会長

高芝地区自連、高芝地区社協の理事、評議員が出席した合同定期総会が5月25日、
4年ぶりに開催され、新年度事業計画案などが承認されました＝新高根公民館

令
和
６
年
度　

高
芝
地
区
自
連
役
員

会
長

柴
田　

良
一　

副
会
長

田
原　

康
夫

吉
野
万
智
子　

宮
﨑　

春
雄

事
務
局
長

中
澤　

富
夫

会
計

渡
部　
　

烈

事
務
局
次
長

長
野　

一
孝

吉
村　

建
二

監
事

中
北　
　

勝

渡
辺　

良
文

常
任
理
事

柴
田　

良
一

古
賀　
　

稔

大
久
保
亮
子

高
峯　

明
美

榮　
　

毅
熾

佐
藤　
　

潔

中
澤　

富
夫

髙
橋　

光
男

吉
村　

建
二

横
張　

正
巳

畠
中
ツ
ヤ
子

藤
代　

敏
雄

見
崎　

一
郎

中
村　

圭
一

吉
田
竜
一
郎

小
野　

共
幸

常
世
田
二
郎

中
台　

久
雄

友
行　

貴
久

児
玉　

拓
也

海
寳　

知
子

門
田　

浩
樹

高
根
東
町
会　

芝
山
６
丁
目
町
会

松
三
町
会　

三
笠
自
治
会

西
高
根
町
会

常
任
理
事
会
推
薦

高
根
東
町
会

西
高
根
町
会

常
任
理
事
会
推
薦

南
高
根
自
治
会

高
根
東
町
会

高
根
東
町
会

高
根
セ
キ
ス
イ
自
治
会

南
高
根
自
治
会

南
高
根
自
治
会

西
高
根
町
会

西
高
根
町
会

西
高
根
町
会

高
根
木
戸
第
一
町
会

高
根
木
戸
第
一
町
会

高
根
木
戸
西
町
会

雄
鹿
野
自
治
会

雄
鹿
野
自
治
会

芝
山
西
馬
込
台
自
治
会

芝
山
馬
込
台
自
治
会

芝
山
第
二
自
治
会

芝
山
東
町
会

大
慶
山
住
宅
自
治
会

芝
山
中
央
町
会

旭
芝
山
自
治
会

石
井　
　

忠

鬼
島　

晃
信

吉
野
万
智
子

田
口　
　

哲

田
島　

一
夫

菅
井　

規
行

横
田　

大
宜

田
原　

康
夫

岩
月　

英
夫

高
山
健
太
郎

山
田　

宣
昭

宮
﨑　

春
雄

菊
地　
　

功

赤
松　

捷
雄

片
岡
さ
と
美

渡
部　
　

烈

長
野　

一
孝

理
事

長
野　

一
孝

沼
田
安
希
央

渡
辺　

良
文

三
田　

節
子

佐
藤　

忠
道

萩
沼　
　

洋

岡
田　

健
一

村
松　

浩
一

平
塚　

邦
彦

地
葉　

伸
吾

光
畑　

高
志

脇
谷　
　

茂

遠
藤　

公
子

井
上　

春
夫

吉
田　

宣
之

窪
田
貴
美
子

吉
村　

建
二

中
北　
　

勝

　
　相

談
役　
　

本
木　

次
夫

親
和
町
会

松
三
町
会

松
三
町
会

は
ざ
ま
自
治
会

睦
町
会

京
成
町
会

山
ゆ
り
町
会

芝
山
６
丁
目
町
会

芝
山
６
丁
目
町
会

三
芝
自
治
会

三
笠
自
治
会

三
笠
自
治
会

芝
山
ホ
ー
プ
タ
ウ
ン
自
治
会

星
和
町
会

わ
か
ば
町
会

常
任
理
事
会
推
薦

常
任
理
事
会
推
薦

高
根
東
町
会

高
根
セ
キ
ス
イ
自
治
会

南
高
根
自
治
会

西
高
根
町
会

高
根
木
戸
第
一
町
会

高
根
木
戸
西
町
会

雄
鹿
野
自
治
会

芝
山
第
二
自
治
会

大
慶
山
住
宅
自
治
会

芝
山
中
央
町
会

松
三
町
会

睦
町
会

芝
山
６
丁
目
町
会

三
芝
自
治
会

三
笠
自
治
会

わ
か
ば
町
会

西
高
根
町
会

常
任
理
事
会
推
薦　

　

エ
ト
ワ
ー
ル
仲
村

　
　
　
　
　

自
治
会

オ
ー
ク
タ
ウ
ン
船
橋

　
　
　
　
　

自
治
会

「
興
和
芝
山
」

自
治
会
解
散

副
会
長
に
宮
﨑
氏
を
承
認

会
長
に
柴
田
氏

新
高
根
公
民
館
、全
面
休
館
に
入
る

防
災
対
策
は
最
優
先

取
り
組
も
う
地
域
の
「
安
心
」
づ
く
り

高芝地区自連・高芝地区社協会報
第47号

高芝地区自治会連絡協議会
高芝地区社会福祉協議会

編集・発行／広報編集委員会

まちづくりの目標

（１）第47号 高芝だより 2024年（令和６年）７月

安心のまち
　美しいまち
　　親切なまち



　

高
芝
地
区
自
連
の
活
動
の

方
向
性
は
各
種
部
会
・
委
員

会
の
企
画
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
今
年
度
も
新
規
、
継
続

を
同
時
並
行
し
て
取
り
組
む

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
基
本

　

プ
ロ
野
球
で
活
躍
す
る
選

手
育
成
と
野
球
を
通
じ
て

様
々
な
地
域
貢
献
に
も
取
り

組
も
う
と
い
う
会
社「
千
葉

県
民
球
団
」（
本
社
・
船
橋
市
）

が
設
立
さ
れ
動
き
出
し
た
。

　

6
月
22
日
に
は
船
橋
市
民

野
球
場
で
茨
城
ア
ス
ト
ロ
プ

ラ
ネ
ッ
ツ
と
熱
い
戦
い
を
繰

り
広
げ
る
な
か
、
市
立
船
橋

高
校
の
応
援
が
球
場
を
盛
り

上
げ
て
い
た
＝
写
真
。

　

地
域
の
皆
様
に
は
日
頃
か

ら
公
民
館
活
動
に
ご
理
解
、

ご
協
力
を
賜
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

４
月
１
日
の
人
事

異
動
に
よ
り
着
任

い
た
し
ま
し
た
泉
と

申
し
ま
す
。公
民
館
で
の

勤
務
は
３
館
と
な
り
ま
す
が
、

ど
ち
ら
の
公
民
館
で
も
地
域

の
皆
様
の「
地
域
愛
」を
強
く

感
じ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
愛
を
共
に

大
き
く
育
て
て
い
き
た
い
と

意
気
込
ん
で
お
り
ま
し
た
矢

先
、
８
か
月
間
の
長

期
に
わ
た
り
改
修

工
事
に
伴
う
休
館

と
い
う
こ
と
で
、

水
を
差
さ
れ
た
思

い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

休
館
中
は
ご
不
便
を
お
か

け
い
た
し
ま
す
が
、
施
設
、

設
備
の
老
朽
化
は
深
刻
な
状

況
の
た
め
、何
卒
ご
理
解
を

い
た
だ
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

　

地
区
社
協
の
皆
様
に
は
児

童
ホ
ー
ム
の
事
業
や
イ

ベ
ン
ト
に
た
く
さ

ん
関
わ
り
、
児
童

ホ
ー
ム
職
員
と
一

緒
に
な
っ
て
運
営

を
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
毎
月
開
催
さ
れ
る
マ
マ

　

今
後
と
も
高
芝
地
区
の
自

治
会
連
絡
協
議
会
お
よ
び
社

会
福
祉
協
議
会
と
は
連
携
を

密
に
し
、
こ
の
地
区
を
元
気

と
赤
ち
ゃ
ん
の
た
め
の
お

し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン「
み

ん
な
の
し
ゃ
べ
り

場
」で
は
マ
マ
た

ち
が
楽
し
め
る

数
々
の
企
画
を
用

意
し
て
く
だ
さ
り
、

マ
マ
た
ち
は
手
芸
な
ど
を
し

な
が
ら
交
流
の
時
間
を
楽
し

に
す
る
公
民
館
と
し
て
職
員

一
同
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

年
金
支
給
日
に
合
わ
せ
て
行
わ
れ
た
詐
欺
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
＝
芝
山
で
６
月
14
日

　

船
橋
市
は
15
日
の
年
金
支

給
日
に
合
わ
せ
、
高
齢
者
を

対
象
に
電
話
de
詐
欺
な
ど
を

ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
同
ホ
ー
ム
が
主
催
す
る

中
学
生
と
乳
幼
児
親
子
の
触
れ

合
い
事
業「
赤
ち
ゃ
ん
ふ
れ
あ

い
タ
イ
ム
」で
は
地
区
社
協
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
に
赤

ち
ゃ
ん
に
慣
れ
な
い
中
学
生
と

親
子
を
つ
な
ぐ
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
の
役
目
を
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
の
お
か
げ
で
、
高
芝

地
区
が
地
域
の
子
育
て
世
代

や
子
供
た
ち
が
過
ご
し
や
す

い
、
あ
た
た
か
い
街
で
あ
り

続
け
て
い
る
の
だ
と
、
常
々

感
じ
て
お
り
ま
す
。

特
殊
詐
欺
に

警
戒
し
て
！

地
域
ぐ
る
み
で
活
動

地
域
ぐ
る
み
で
活
動

新
高
根
公
民
館

　
　

泉　

恵
美
子
館
長

S
N
S
型
投
資
・
ロ
マ
ン
ス
詐
欺

新
高
根
児
童
ホ
ー
ム

　
　

宮
野　

千
晶
園
長

【
生
活
部
会
】（
11
人
）　  

部
会
長
・
吉
村
建
二
／
副
部
会
長
・
高
橋
由
美
子

【
環
境
部
会
】（
10
人
）

部
会
長
・
栗
原　

淳
／
副
部
会
長
・
石
井
隆
一

【
地
域
ス
ポ
ー
ツ
部
会
】（
11
人
）

部
会
長
・
高
橋
光
男
／
副
部
会
長
・
青
柳　

勇

【
社
会
教
育
部
会
】（
7
人
）　    

部
会
長
・
佐
藤
忠
道
／
副
部
会
長
・
鹿
沼
広
幸

【
芝
山
地
区
ま
ち
づ
く
り
対
策
委
員
会
】（
10
人
）

委
員
長
・
宮
﨑
春
雄

【
総
務
部
会
】（
8
人
）

部
会
長
・
長
野
一
孝　 的

に
は
行
政
の
事
業
に
関
係

し
て
、
ど
の
程
度
地
域
性
を

出
し
て
い
け
る
の
か
問
題
、

課
題
を
整
理
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
各
部
が
考
え
る
活

動
計
画
の
一
端
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

◆
生
活
部
会　

３
年
前
、
八

街
市
で
飲
酒
運
転
ト
ラ
ッ
ク

の
犠
牲
と
な
っ
た
児
童
た
ち

の
事
故
を
き
っ
か
け
に
始

ま
っ
た「
飲
酒
運
転
根
絶
」、

身
近
に
迫
る「
電
話
de
詐
欺
」

へ
の
対
策
な
ど
、
掲
示
板
を

使
っ
た
広
報
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
す
る
。
ま
た
防
災
対

策
は
広
い
視
野
か
ら
市
と
連

動
し
た
町
会
・
自
治
会
の
取

り
組
み
を
考
え
る
。

◆
環
境
部
会　

ま
ち
の
基
盤

整
備
・
保
健
衛
生
、
環
境
美

化
、
自
然
環
境
保
護
、
ゴ
ミ

の
減
量
問
題
、
地
球
温
暖
化

対
策
な
ど
、
問
題
は
多
い
が

関
係
機
関
と
協
議
し
つ
つ
確

実
に
取
り
組
む
。

◆
地
域
ス
ポ
ー
ツ
部
会　

10

月
12
、
13
日
、
高
根
中
体
育

館
、
高
根
東
小
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
会
場
に
輪
投
げ
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
を
予
定
。
住
民

同
士
の
親
睦
と
体
力
向
上
の

た
め
に
継
続
事
業
と
す
る
。

◆
社
会
教
育
部
会　

地
域
全

体
で
取
り
組
め
る
生
涯
教
育

な
ど
を
通
じ
て
住
民
同
士
の

交
流
、
絆
を
深
め
合
え
る
活

動
を
検
討
。
高
根
台
公
民
館

講
堂
で
出
前
講
座
も
予
定
。

◆
芝
山
地
区
ま
ち
づ
く
り
対

策
委
員
会　

飯
山
満
土
地
区

画
整
理
事
業
に
係
る
懸
案
事

項
、Ｕ
Ｒ
芝
山
第
３
調
整
池

跡
地
整
備
問
題
な
ど
、
行
政

と
の
協
議
を
継
続
す
る
。

◆
総
務
部
会　

事
務
局
全
般

の
業
務
調
整
と
地
区
自
連
活

動
を
支
え
る
。
ま
た
地
域
福

祉
の
重
要
性
を
認
識
し
、
地

区
社
協
と
連
携
し
た
取
り
組

み
を
強
化
す
る
。
さ
ら
に
、

町
会
・
自
治
会
に
対
し
て
ス

ク
ー
ル
ガ
ー
ド
へ
の
理
解
と

増
員
に
努
め
る
。

中
心
と
す
る
特
殊
詐
欺
被
害

防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
6
月
14
日
に

は
船
橋
芝
山
郵
便
局
前
で
高

芝
地
区
自
連
の
役
員
も
参
加

し
、Ａ
Ｔ
Ｍ
を
利
用
す
る
高

齢
者
ら
に
被
害
防
止
を
呼
び

掛
け
ま
し
た
。

● 

う
ま
い
話
、
甘
い
話
に
は

　
　
簡
単
に
乗
ら
な
い
で
！

● 

お
金
が
関
係
す
る
話
は
詐
欺
！

● 

自
分
一
人
で
判
断
し
な
い
で

　
　
周
り
の
人
に
相
談
を
！

全
国
で
急
増
し
て
い
ま
す

千
葉
初
の
独
立
リ
ー
グ
球
団

千
葉
ス
カ
イ
セ
イ
ラ
ー
ズ
誕
生

地
区
社
協
と
と
も
に

「
地
域
愛
」に
支
え
ら
れ

「
安
心
」
が
息
づ
く
ま
ち
へ

  
地
区
自
連　
各
組
織
の
活
動
を
紹
介

「
安
心
」
が
息
づ
く
ま
ち
へ

  
地
区
自
連　
各
組
織
の
活
動
を
紹
介

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
リ
ー
ダ
ー
紹
介

令和 6年度 高芝地区自連
部会・委員会
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高
芝
地
区
社
協
の
新
会
長

を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
重
い
肩
書
、
大

き
な
仕
事
を
前
に
、
気
持
ち

の
整
理
を
す
る
多
少
の
時
間

を
頂
き
た
い
。
奥
の
深
い
社

会
福
祉
の
現
状
を
ど
う
理
解

し
、
向
き
合
う
べ
き
か
、
経

験
豊
か
な
諸
先
輩
た
ち
に
学

び
、
地
域
活
動
の
第
一
歩
と

し
た
い
と
考
え
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
関
係
者
の
皆
さ
ま

方
の
御
協
力
に
素
直
に
頼
っ

て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

知
る
限
り
、
今
は
超
高
齢

　

高
芝
地
区
社
会
福
祉
協
議
会（
地
区
社
協
）

の
執
行
部
体
制
が
24
年
ぶ
り
に
刷
新
さ
れ
ま

し
た（
詳
細
は
左
記
の
役
員
人
事
欄
を
参

照
）。
地
区
社
協
が
抱
え
る
課
題
、
問
題
は
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
複
雑
さ
を
増
し

て
い
る
状
況
も
あ
り
、
新
た
な
視
点
で
ど

ん
な
取
り
組
み
を
し
て
い
く
の
か
地
域
住

民
の
期
待
は
大
き
く
、
実
効
性
の
あ
る
新

執
行
部
の
真
剣
な
姿
勢
が
問
わ
れ
る
一
年

に
な
り
そ
う
で
す
。

化
社
会
に
突
入
し
、
国
も
県

も
、
そ
し
て
市
も
高
齢
者
の

安
心
安
全
に
重
点
が
置
か
れ

て
い
ま
す
。
日
常
生
活
の
手

助
け
、
災
害
時
の
要
支
援
対

策
な
ど
が
進
む
一
方
で
、
例

え
ば「
子
育
て
」が「
孤
育
て
」

で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ

と
、
ま
た
家
族
の
介
護
や
世

話
に
追
わ
れ
る「
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー（
幼
き
介
護
）」問
題

な
ど
、表
に
は
出
に
く
い
と

こ
ろ
で
支
援
を
待
つ
人
た
ち

が
い
る
と
い
う
こ
と
も
現
実
。

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
社

会
問
題
と
は
別
に
こ
う
し
た

福
祉
の
隙
間
に
埋
も
れ
て
い

る
声
な
き
声
に
応
え
る
た
め

に
も「
見
守
り
」「
支
え
」「
つ

な
ぐ
」│
、
こ
ん
な
組
織
が

身
近
に
あ
る
こ
と
を
積
極
的

に
Ｐ
Ｒ
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
ま
す
。
求
め
ら
れ
る
福

祉
の
内
容
も
多
種
多
様
。
地

区
社
協
を
含
む
関
係
機
関
・

団
体
の
役
割
は
ま
す
ま
す
大

き
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。
気
を
引
き
締
め
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

長
年
に
わ
た
り
お
世
話
に

な
っ
た
高
芝
地
区
社
協
会
長

の
職
を
、
こ
の
た
び
退
任
致

し
ま
し
た
。
関
係
者
の
皆
さ

ま
の
御
支
援
、
御
協
力
に
対

引
退
す
る
本
木
次
夫
会
長
に
畠
中
副

会
長
か
ら
花
束
が
贈
ら
れ
た

経
過
し
て
お
り
ま
す
。
と
き

の
高
齢
化
率
は
6
％
台
、
地

区
社
協
が
発
足
し
た
時
は

12
・
6
％
で
し
た
。
高
芝
地

区
は
こ
の
よ
う
に
福
祉
活
動

の
取
り
組
み
で
は
市
内
で
も

先
進
的
地
域
と
し
て
努
力
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

市
内
の
高
齢
化
率
は
4
月

現
在
、
24
％（
高
芝
地
区
は

31
％
）と
な
り
、
高
芝
地
区

の
福
祉
課
題
も
多
く
、
か
つ

複
雑
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

相
次
ぐ
自
然
災
害
、
特
に
能

登
地
方
の
被
災
状
況
か
ら
報

道
で
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る「
地
域
実
情
に
応

じ
た
共
助
の
在
り
方
を
改
め

て
考
え
る
こ
と
が
大
切
」と

の
論
調
が
深
く
心
に
響
き
ま

す
。
高
芝
地
区
社
協
が
新
体

制
を
迎
え
た
今
、
新
た
な
視

点
か
ら
改
め
て
地
域
の
現
状

と
課
題
を
考
え
る
こ
と
を
期

待
し
、
退
任
の
挨
拶
と
致
し

ま
す
。

◇　

◇

　

ま
た
、
本
木
会
長
と
共
に

地
区
社
協
役
員（
会
計
）と

し
て
長
く
運
営
に
携
わ
っ
て

き
た
永
須
敏
雄
さ
ん
も
退
任

さ
れ
ま
し
た
。
ご
苦
労
様
で

し
た
。

＊
表
彰
状

＊
感
謝
状

＊
寄  

付
地
区
社
協
会
長

地
区
社
協
役
員

地
区
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

本
木
次
夫
さ
ん

永
須
敏
雄
さ
ん

松
本
忠
次
さ
ん

山
川
鈞
司
さ
ん
　
仲
河
洋
子
さ
ん

友
末
幸
太
郎
さ
ん

し
て
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

振
り
返
り
ま
す
と
地
区
社

協
の
発
足
が
平
成
12
年
で
す

か
ら
も
う
24
年
と
な
り
ま
す

が
、
高
芝
地
区
に
お
け
る
福

祉
の
取
り
組
み
は
古
く
、
昭

和
62
年
9
月
26
日「
高
芝
地

区
福
祉
モ
デ
ル
事
業
推
進
委

員
会
」発

足
に
遡

り
、
37
年

の
歳
月
が

会 　 長
(事務局長)

副 会 長

副会長・書記

事務局次長

会 　 計

書 　 記

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理   事

監   事

監   事

顧 問

地区社協事務局

地区社協事務局

地区社協事務局

地区社協事務局

吉村　建二

柴田　良一
畠中ツヤ子
中澤　富夫
藤代　敏雄

吉田テイ子
山口　牧人
髙橋　光男
泉　恵美子
宮野　千晶
魚見　安久
笠木　幸彦
杉田　　勝
石井　　博
針生　将寛
佐々木トモ子
吉野万智子
増田　直美

熊野　　健
三田　節子

本木　次夫

西村千恵美
深沢　貴子
星川　直美
松井るみ子

高芝地区社会福祉協議会　
広報事業部 　

高芝地区自治会連絡協議会

高芝地区民生委員・児童委員協議会

西高根町会

高根木戸西町会　高芝地区社会福
祉協議会 安心登録カード事業部

高根中学校区青少年の環境を良くする市民の会

青少年相談員

スポーツ推進委員

新高根公民館

新高根児童ホーム

新高根公民館区老人クラブ連絡協議会

芝山地区青少年の環境を良くする市民の会

新高根・芝山、高根台地域包括支援センター

居宅介護支援事業所

社会福祉主事

高芝地区社会福祉協議会ミニデイ事業部

高芝地区社会福祉協議会ミニデイ事業部

主任児童委員　高芝地区社会福祉
協議会 子育て事業部

高芝地区社会福祉協議会

高芝地区社会福祉協議会

地域コーディネーター

地域コーディネーター

地域コーディネーター

生活支援コーディネーター

令和６年度　高芝地区社協役員
 （敬称略）

人
ご
と
で
は
な
い

   

被
災
時
の
「
共
助
」

本
木
会
長
　
懸
念
示
し
つ
つ
引
退

複
雑
さ
増
す

 

　
福
祉
の
役
割

高
芝
地
区
社
協
会
長　

吉
　
村
　
建
　
二

高 芝 地 区 社 会 福 祉 協 議 会

一人は
　みんなのために
みんなは
　 一人のために
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相 

談

　

高
芝
地
区
社
会
福
祉
協
議

会（
地
区
社
協
）で
は
福
祉

に
関
わ
る
多
彩
な
事
業
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

　

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
交

流
の
場「
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
」、
0
歳
児
親
子
に
対
す

る
子
育
て
支
援
事
業「
し
ゃ

べ
り
場
」な
ど
に
加
え
、
左

記
の
図
に
あ
る
よ
う
な
福
祉

相
談
、
安
心
登
録
カ
ー
ド
、

車
い
す
貸
し
出
し
、
そ
し
て

日
常
生
活
の
困
り
事
な
ど
幅

広
い
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
そ
の
対
応
に
は
生
活

支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
計

4
人
の
職
員
が
窓
口
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
は
高
齢
者
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し

て
い
く
中
で「
こ
ん
な
事
誰

か
に
頼
め
な
い
か
な
」と
い

う
声
に
耳
を
か
た
む
け
、
適

切
な
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な

ぐ
の
が
仕
事
。
現
在
、
在
宅

福
祉
サ
ー
ビ
ス「
高
芝
ひ
だ

ま
り
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
」の

仲
介
役
と
し
て
庭
木
の
伐

採
、
包
丁
研
ぎ
な
ど
、
ボ
ラ

　

船
橋
市
地
域
子
育
て
支
援

課
と
児
童
ホ
ー
ム
主
催
の

「
中
学
校
と
赤
ち
ゃ
ん
ふ
れ

あ
い
事
業
」は
年
3
回
。①

助
産
師
に
よ
る
命
の
話「
赤

ち
ゃ
ん
が
誕
生
す
る
ま
で
」

に
つ
い
て
②
赤
ち
ゃ
ん
人
形

を
使
っ
て
の「
着
替
え
や
お

む
つ
替
え
」体
験
③
乳
幼
児

親
子
が
参
加
し
て
実
際
の
赤

ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
遊
ぶ
時
間

が
授
業
に
取
り
入
れ
ら
れ
て

い
て
、
高
芝
地
区
社
協
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
て

高
根
中
、
芝
山
中
の
こ
の
授

業
に
協
力
を
し
て
い
ま
す
。

授
業
を
見
守
っ
た
市
の
担
当

者
は「
命
の
話
な
ど
中
学
生

の
真
剣
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま

す
」と
話
し
て
い
ま
す
。

　

新
高
根
公
民
館
を
会
場
に

し
た
年
内
最
後
の
ミ
ニ
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
が
6
月
5
日
行
わ

れ
ま
し
た
。
舞
踊
サ
ー
ク
ル

「
芝
山
コ
ス
モ
ス
会
」の
あ

で
や
か
な
踊
り
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
谷
川
栄
一
さ
ん
が

サ
プ
ラ
イ
ズ
で「
腹
踊
り
」

を
披
露
、
会
場
を
わ
か
せ
て

く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
と
ミ
ニ
デ
イ
は
出

張
開
催
と
な
り
ま
す
。
9

月
に
芝
山
6
丁
目
町
会
会

館
、
11
月
に
サ
イ
ゼ
リ
ヤ

船
橋
芝
山
店
、
来
年
1
月

は
西
高
根
町
会
会
館
で
行

わ
れ
ま
す
。
皆
様
に
は
そ

の
都
度
、
ご
連
絡
致
し
ま

す
。
不
自
由
お
か
け
し
ま

す
が
、
再
会
を
楽
し
み
に

お
待
ち
く
だ
さ
い
。

地区社協事務所が移転しました
　新高根公民館の長期工事に伴い、
高芝地区社会福祉協議会の事務所
が７月1日から高根東小学校（写真）
に移転致しました。校舎東側1階の
空き教室をお借りして来年２月ま
で、この場所で福祉活動を続けてま
いります。ご不便をおかけしますが

ご理解のほどよろしくお願い申し上
げます。
　事務所の勤務時間は平日10時～
12時、13時～ 15時。問い合わせは
電話・FAX047-469-5050。お気軽
にお電話ください。高根東小学校
（船橋市新高根1-17-1）

　

一
方
、
子
育
て
サ
ロ
ン
事

業「
し
ゃ
べ
り
場
」は
児
童

ホ
ー
ム
と
共
催
で
0
歳
児
と

母
親
た
ち
が
育
児
の
悩
み
な

ど
話
し
合
え
る
場（
写
真
右

㊤
）、
時
に
は
ベ
ビ
ー
マ
ッ

サ
ー
ジ
や
ア
イ
デ
ア
に
富
ん

だ
お
も
ち
ゃ
作
り（
同
㊦
）

を
楽
し
ん
だ
り
、
明
る
い
雰

囲
気
は
母
親
同
士
の
仲
間
づ

く
り
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

真剣！ボランティアの指導で人形の赤ちゃんを使って
おむつ替えを体験する男子中学生＝芝山中で6月

あでやかな着物姿の芝山コスモス会のみなさん

会場を沸かせた谷川栄一さんの腹踊り

ン
テ
ィ
ア
の
協
力
に
よ
っ
て

相
談
に
応
え
て
い
ま
す
。

　

見
ず
知
ら
ず
の
訪
問
者
や

電
話
詐
欺
犯
罪
か
ら
高
齢
者

を
守
る
た
め
、
地
区
社
協
は

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

お手伝いできるボランティアも募集中です

車いす

庭木の伐採

包
丁
研
ぎ

中
学
生
も
育
児
を
体
験

0
歳
児

親

子

な
ご
む
「
し
ゃ
べ
り
場
」

コーディネーターが対応
幅広い生活支援サービス

ミ
ニ
デ
イ
は

出
張
開
催
へ

再
会
を
楽
し
み
に

地
区
社
協
が

力
に
な
り
ま
す

困
っ
た
ら
連
絡
く
だ
さ
い
！

（４）第47号高芝だより2024年（令和６年）７月


